
夢をつなぐ　心をつなぐ　世界をむすぶ　

衣川製鎖工業株式会社

『　ステンとサス　』

平成１６年　１月号

　業界用語ではステンレス鋼のことを『ステン』とか『サス』と省略して呼んでいま
す。ステンレス　スチール（Stain-less Steel)の名称は９０年ほど前に生まれまし
た。それは1914年ごろ、イギリスのトーマス　ファース社が新しい素材に付けた商標
でした。その素材は食卓用ナイフに最適なステンレス鋼で刃物用です。キャッチフレ
ーズは『ナイフ使用後、水洗いだけで充分。』です。
　これ以前、ナイフやホークの保管はさび発生のため、大変な手間を要していました。
当初は、鍛造のむずかしさと焼き入れ方法の違いから、刃物鍛冶に敬遠されましたが、
熱処理の工夫により、新素材がナイフ用に使われるようにました。好評を得て売れ始
めると、同業他社が良く似た素材を色々な名前を付けて発売しました。その名前には、
『ノン　ステイン』（Non Stain Steel） や『アンチコロ』(Anci-Corro)などがあ
りました。その素材は、現在、ＪＩＳ規格のSUS420J1 に相当する、クロム　13％　
炭素 0.15 ％ 以上を含むものです。
　１９世紀末から、さびない鉄の研究開発が、イギリス、ドイツ、フランスで活発に
行われましたが、イギリスのこの刃物用ステンレス鋼が、商品として売られた最初で
はないかと思われます。
　さび（ステイン）の発生しにくい素材を、省略好きな日本人が『ステン』『ステン』
（ごみ、よごれ）と表現するのは奇妙なことです。
　『サス』というのはＪＩＳ規格の鋼種名、ＳＵＳ３０４とかＳＵＳ３１６が一般的
によく使われるので、そのＳＵＳを『サス』と言って、ステンレス鋼を代表させてい
ますが、ステンレス鋼でもＳＵＨ（耐熱鋼）、ＳＣＳ（ステンレス鋳鋼）、ＳＣＨ
耐熱鋳鋼）などもあります。

　ちなみに、ＳＵＳの意味は以下です。

Ｓ：Steel    --- 鋼

Ｕ：Use      --- 使用

Ｓ：Stain-less  --- ステンレス

ステンレス鋼のことは
お気軽に何なりとご相談ください。
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